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末永真理が３度目の優勝末永真理が３度目の優勝

　

女
子
剣
道
日
本
一
を
決
め
る
第
61
回
全

日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全

日
本
剣
道
連
盟
）
が
９
月
４
日
、
奈
良
県

橿か
し

原は
ら

市
の
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
ア
リ
ー
ナ
奈
良

で
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
、
一
昨
年
は
無
観

客
で
の
開
催
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
３
年
ぶ
り

に
観
客
を
入
れ
て
の
開
催
（
観
覧
人
数
は

制
限
）
と
な
っ
た
。

　

大
会
に
は
各
都
道
府
県
剣
道
連
盟
か
ら

選
出
さ
れ
た
代
表
選
手
64
名
（
満
18
歳
以

上
・
段
位
制
限
な
し
）
が
出
場
し
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
実
施
さ
れ
た
。

　

決
勝
は
和
歌
山
県
代
表
の
末
永
真
里

（
一
般
社
団
法
人
み
・
ゆ
ー
じ
）
と
前
回

優
勝
の
妹せ
の
お尾
舞
香
（
福
岡
・
鹿
屋
体
育
大

４
年
）
が
対
戦
。
延
長
戦
で
末
永
が
コ
テ

を
決
め
、
第
51
・
52
回
大
会
以
来
、
９
大

会
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

♢

　

試
合
は
全
日
本
剣
道
連
盟
剣
道
試
合
・

審
判
規
則
と
同
細
則
お
よ
び
大
会
実
施
に

あ
た
っ
て
の
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

　

試
合
時
間
５
分
の
３
本
勝
負
で
、
時
間

内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
延
長
戦
を

行
い
、
先
に
一
本
を
取
っ
た
者
を
勝
者
と

し
た
。

第 61回全日本女子剣道選手権大会
全日本剣道連盟設立 70周年記念全日本剣道連盟設立 70周年記念
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■
第
２
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
回
２
位
の
志
藤
綾
子
（
埼
玉
・
伊
田

テ
ク
ノ
ス
）、
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会

２
連
覇
中
の
水
川
晴
奈
（
岡
山
・
法
政
大

２
年
）、
前
々
回
優
勝
の
諸
岡
温
子
（
東

京
・
中
央
大
４
年
）、
56
・
57
回
大
会
連

覇
の
高
橋
萌
子（
神
奈
川
・
神
奈
川
県
警
）

と
強
豪
揃ぞ
ろ

い
と
な
っ
た
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
。

第１ブロック・３回戦＝上段に構える玉置（右）からコテを決める末永

■
第
１
ブ
ロ
ッ
ク

　

過
去
２
回
の
優
勝
経
験
が
あ
り
、
３
年

ぶ
り
11
回
目
の
出
場
と
な
る
ベ
テ
ラ
ン
末

永
真
理
（
和
歌
山
・
一
般
社
団
法
人
み
・

ゆ
ー
じ
）
が
順
当
に
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

初
戦
、
や
や
硬
さ
が
見
ら
れ
た
が
、
田

添
千
尋
（
千
葉
・
清
和
大
４
年
）
か
ら
延

長
戦
の
末
に
メ
ン
を
奪
っ
て
勝
利
す
る
。

１
回
戦
〜
準
々
決
勝

２
回
戦
の
大
西
な
な
み
（
福
井
・
福
井
県

立
敦
賀
高
教
員
）
と
の
対
戦
で
は
３
回
の

延
長
戦
で
も
決
ま
ら
ず
、
５
分
間
の
休
憩

を
挟
ん
で
４
回
目
の
延
長
戦
に
突
入
。
試

合
再
開
後
、
積
極
的
に
足
を
使
っ
て
攻
め

た
て
る
と
大
西
の
手
元
が
浮
き
、
コ
テ
を

奪
っ
て
勝
利
し
た
。
３
回
戦
で
は
大
阪
府

警
時
代
の
後
輩
で
あ
る
玉た
ま

置き

万ま

優ゆ

（
大

阪
・
大
阪
府
警
）
と
対
戦
。
上
段
か
ら
繰

り
出
す
玉
置
の
攻
撃
を
上う

手ま

く
捌さ
ば

い
て
有

効
打
を
許
さ
ず
、
逆
に
上
段
に
構
え
た
瞬

間
に
コ
テ
を
奪
い
勝
利
し
た
。
準
々
決
勝

で
は
前
回
３
位
の
実
力
者
、川
合
芳か
ん

奈な（
静

岡
・
筑
波
大
２
年
）
と
対
戦
。
こ
の
試
合

も
延
長
戦
に
突
入
す
る
が
、
川
合
が
メ
ン

に
来
る
瞬
間
に
コ
テ
を
決
め
、
末
永
が
準

決
勝
に
進
出
し
た
。

同・準々決勝＝末永（左）が出コテを決める
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２
回
戦
で
志
藤
と
水
川
が
対
戦
。
水
川
が

延
長
戦
で
コ
テ
を
決
め
て
３
回
戦
に
進

む
。
水
川
は
３
回
戦
で
全
日
本
学
生
選
手

権
大
会
３
位
の
笠り
ゅ
う日

向
子
（
茨
城
・
筑
波

大
２
年
）
と
対
戦
。
延
長
戦
で
豪
快
な
引

き
メ
ン
を
決
め
て
勝
利
し
、
水
川
が
準
々

決
勝
に
進
ん
だ
。

　

も
う
一
方
は
優
勝
候
補
の
一
角
で
あ
る

高
橋
が
初
戦
で
敗
れ
る
波
乱
と
な
っ
た
。

３
回
戦
で
は
同
じ
強
豪
・
中
村
学
園
高
校

出
身
同
士
で
あ
る
諸
岡
と
村
田
桃
子
（
福

岡
・
福
岡
県
警
）
の
対
戦
と
な
っ
た
。
こ

の
試
合
、「
後
輩
に
は
絶
対
負
け
た
く
な

か
っ
た
」
と
語
る
村
田
が
先
輩
の
意
地
を

見
せ
、
延
長
戦
で
コ
テ
を
決
め
て
準
々
決

勝
に
進
出
し
た
。

　

準
々
決
勝
は
水
川
と
村
田
の
対
戦
。
村

田
は
試
合
序
盤
か
ら
積
極
的
に
コ
テ
を
攻

め
る
。
上
手
く
か
わ
し
て
い
た
水
川
だ
っ

た
が
、
残
り
１
分
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
つ

い
に
村
田
が
コ
テ
を
決
め
る
。
取
り
返
し

た
い
水
川
は
積
極
的
に
前
に
出
る
が
有
効

打
は
奪
え
ず
、
そ
の
ま
ま
試
合
終
了
。
村

田
が
初
の
準
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

■
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

　

世
界
大
会
と
本
大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
２
回

の
優
勝
経
験
が
あ
り
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
３
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
っ
た
松
本

弥み

月づ
き

（
神
奈
川
・
神
奈
川
県
警
）
に
注
目

が
集
ま
っ
た
が
、
本
大
会
出
場
10
回
目
と

な
る
竹
村
奈
緒
美
（
岐
阜
・
バ
ロ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
に
初
戦
で
敗
れ
る
波
乱

と
な
っ
た
。
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
東
京
都

代
表
の
阿
部
美み

洸ひ
ろ

（
警
視
庁
）。
初
戦
で

大
野
美
月
（
石
川
・
金
沢
学
院
大
１
年
）

に
ツ
キ
を
決
め
て
勝
利
す
る
と
２
回
戦
で

片
山
果み

沙さ

稀き

（
愛
知
・
愛
知
県
警
）、
３

第２ブロック・３回戦＝水川（右）が笠にメンを決めて勝利第２ブロック・３回戦＝水川（右）が笠にメンを決めて勝利

同・準々決勝＝村田（左）が水川からコテを決めて勝利し、初同・準々決勝＝村田（左）が水川からコテを決めて勝利し、初
の準決勝進出を決めるの準決勝進出を決める

同・３回戦＝村田（左）が諸岡からコテを奪い勝利同・３回戦＝村田（左）が諸岡からコテを奪い勝利

回
戦
で
松
本
泉み
ず

帆ほ

（
兵
庫
・
兵
庫
県
警
）、

準
々
決
勝
で
尾
崎
麻
美
（
京
都
・
京
都
府

警
）
を
下
し
、
初
の
準
決
勝
進
出
を
決
め

た
。
今
大
会
最
年
少
の
18
歳
で
出
場
し
た

第３ブロック・１回戦＝高校生で第３ブロック・１回戦＝高校生で
出場した能地（右）出場した能地（右）
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高
校
生
剣
士
・
能の

地ち

琴
音
（
北
海
道
・
東

海
大
学
付
属
札
幌
高
３
年
）
は
、
松
本
に

コ
テ
を
決
め
ら
れ
、
初
戦
で
敗
退
し
た
。

■
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

　

前
回
優
勝
の
妹
尾
舞
香
が
勝
ち
上
が
っ

た
。
妹
尾
は
1
回
戦
で
能
地
と
同
じ
く
大

会
最
年
少
の
高
校
生
剣
士
・
眞
下
ゆ
ず

（
群
馬
・
共
愛
学
園
高
３
年
）
と
対
戦
。

眞
下
が
反
則
を
２
回
犯
し
て
一
本
勝
ち
を

収
め
る
。
２
回
戦
は
田
村
久く

美み

（
山
口
・

県
桜
ヶ
丘
高
教
員
）
に
延
長
戦
で
メ
ン
を

４
回
目
の
延
長
戦
に
突
入
。
妹
尾
は
柿
元

が
居
着
い
た
隙
を
見
逃
さ
ず
メ
ン
を
決

め
、
苦
し
み
な
が
ら
も
２
年
連
続
で
準
決

勝
に
進
出
し
た
。

同・準々決勝＝妹尾（右）が柿元からメンを奪う

■
大
会
最
年
少
選
手
の
声

▽
能
地
琴
音（
東
海
大
付
属
札
幌
高
３
年
）

　

北
海
道
を
代
表
し
て
出
場
す
る
の
で

自
分
の
力
を
全
て
出
し
切
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。
初
戦
で
負
け
て
と
て
も
悔
し

い
で
す
が
、
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
の

剣
道
に
生
か
し
た
い
で
す
。
次
は
勝
ち

進
め
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

▽
眞
下
ゆ
ず
（
共
愛
学
園
高
３
年
）

　

初
め
て
出
場
す
る
大
会
な
の
で
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
精
神
で
臨
み
ま
し
た
。

反
則
で
一
本
取
ら
れ
た
の
は
私
の
落
ち

度
で
す
が
、
最
後
ま
で
自
分
の
で
き
る

こ
と
は
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
緊
張
し

ま
し
た
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

次
は
優
勝
を
目
指
し
た
い
で
す
。

第４ブロック・１回戦＝高校生で第４ブロック・１回戦＝高校生で
出場した眞下（左）出場した眞下（左）

奪
い
、
３
回
戦
は
上

段
の
佐
藤
詩
央
（
富

山
・
富
山
県
警
）
か

ら
コ
テ
を
奪
っ
て
一

本
勝
ち
。
準
々
決
勝

は
小
学
生
の
頃
か
ら

地
元
・
福
岡
で
鎬し
の
ぎを

削
り
、
昨
年
も
準
々

決
勝
で
対
戦
し
た
柿

元
冴さ

月つ
き

（
茨
城
・
法

政
大
３
年
）
と
対

戦
。
両
者
、
相
手
の

隙
を
見
い
だ
せ
ず
、
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▽
第
３
位
＝
村
田
桃
子

村
田
桃
子
（
福
岡
県
警
）

　

初
の
準
決
勝
進
出
と
な
っ
た
阿
部
と
２

連
覇
を
狙
う
妹
尾
の
対
戦
。

　

序
盤
か
ら
積
極
的
に
メ
ン
を
打
ち
込
む

阿
部
に
対
し
、
妹
尾
は
こ
れ
を
し
っ
か
り

と
受
け
て
有
効
打
を
許
さ
な
い
。
試
合
は

有
効
打
の
な
い
ま
ま
延
長
戦
へ
。
延
長
戦

に
入
っ
て
も
互
い
に
攻
め
あ
ぐ
ね
る
が
、

２
回
目
の
延
長
戦
終
了
間
際
、
妹
尾
が
思

い
切
っ
て
跳
び
込
み
メ
ン
を
打
つ
と
旗
が

３
本
上
が
っ
て
勝
負
あ
り
。
妹
尾
が
２
連

覇
へ
向
け
、
着
実
に
駒
を
進
め
た
。

準決勝②準決勝②

　

復
活
優
勝
を
目
指
す
末
永
と
初
の
準
決

勝
進
出
を
果
た
し
た
村
田
が
対
戦
。

　

足
を
使
い
な
が
ら
竹
刀
を
細
か
く
動
か

し
て
隙
を
う
か
が
う
末
永
に
対
し
、
村
田

は
積
極
的
に
前
に
出
て
技
を
仕
掛
け
る
。

試
合
は
本
戦
で
は
決
ま
ら
ず
、
延
長
戦
に

突
入
。
延
長
戦
終
了
間
際
、
末
永
は
思
い

切
っ
て
メ
ン
に
跳
ぶ
が
惜
し
く
も
決
ま
ら

な
い
。
し
か
し
そ
の
直
後
、
村
田
が
メ
ン

に
来
た
と
こ
ろ
で
コ
テ
を
決
め
た
。
末
永

が
勝
負
ど
こ
ろ
を
抑
え
た
ベ
テ
ラ
ン
ら
し

い
攻
め
で
村
田
を
下
し
、
決
勝
進
出
を
果

た
し
た
。

準決勝①準決勝①

末永（右）が出コテを決める末永（右）が出コテを決める

　末永 真理　　　　　　村田 桃子　末永 真理　　　　　　村田 桃子
    （和歌山）　　　　　　  （福岡）    （和歌山）　　　　　　  （福岡）

▽
第
３
位
＝
阿
部
美

阿
部
美
洸
（
警
視
庁
）

　妹尾 舞香　　　　　　阿部 美　妹尾 舞香　　　　　　阿部 美洸
　  （福岡）　　　　　　　 （東京）　  （福岡）　　　　　　　 （東京）

コ ――コ ――

メ―― メ―― 

　

満
足
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
ん

で
す
が
、
今
ま
で

全
国
大
会
の
個
人

戦
で
こ
こ
ま
で
上

が
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
結

果
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
３
回
戦

で
対
戦
し
た
諸
岡
選
手
は
）
高
校
の
後
輩

だ
し
、
前
回
も
負
け
て
い
た
の
で
リ
ベ
ン

ジ
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
来
年
は
も
う

一
つ
上
に
行
け
る
よ
う
に
稽
古
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

優
勝
を
目
指
し

て
い
た
の
で
悔
し

い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ル
ー

ル
が
変
わ
っ
て
鍔つ
ば

迫ぜ

り
合
い
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
前
で

勝
負
す
る
剣
道
を
心
が
け
て
稽
古
を
積
ん

で
き
た
の
で
す
が
、
気
を
抜
い
た
と
こ
ろ

を
打
た
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
修
行
が
足

り
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
も
優
勝
を

目
指
し
た
い
で
す
。

互いに機をうかがう阿部（左）と妹尾互いに機をうかがう阿部（左）と妹尾
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９
大
会
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
目
指
す
末
永
と
２
連
覇
を

狙
う
妹
尾
の
対
戦
と
な
っ
た
。

　

相
手
の
正
中
線
に
剣
先
を
向
け
て
ど
っ
し
り
と
構
え
る
妹

尾
に
対
し
、
末
永
は
足
を
使
っ
て
前
後
左
右
に
動
き
、
小
刻

み
に
竹
刀
を
動
か
す
。
両
者
対
照
的
な
剣
風
。
と
も
に
機
を

う
か
が
う
も
互
い
に
隙
を
見
せ
ず
、
ほ
と
ん
ど
技
を
仕
掛
け

る
こ
と
な
く
勝
負
は
延
長
戦
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
延
長
戦
も

同
様
の
展
開
が
続
く
が
、
２
分
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
妹
尾
は

末
永
の
手
元
が
上
が
っ
た
瞬
間
に
メ
ン
を
狙
う
。
し
か
し
こ

れ
は
決
ま
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
２
回
目
の
延
長
戦
へ
突
入
。
終

盤
、
末
永
は
間
合
い
が
詰
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
軽
く
メ
ン
を
打

つ
。
妹
尾
は
こ
れ
に
反
応
し
て
よ
け
る
が
、
末
永
は
妹
尾
の

手
元
が
上
が
っ
た
瞬
間
を
見
逃
さ
ず
、
引
き
コ
テ
を
決
め
た
。

自
分
の
剣
道
に
徹
し
た
末
永
が
新
旧
王
者
対
決
を
制
し
、
３

度
目
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

２回目の延長戦で末永（左）がコテを決める２回目の延長戦で末永（左）がコテを決める

メンを狙う妹尾（右）メンを狙う妹尾（右）

決　勝決　勝
　末永 真理　　　　　　妹尾 舞香　　末永 真理　　　　　　妹尾 舞香　
    （和歌山）　　　　　　  （福岡）    （和歌山）　　　　　　  （福岡）コ ――コ ――

▽
準
優
勝
＝
妹
尾
舞
香（
鹿
屋
体
育
大
４
年
）

　

一
戦
一
戦
必
死

に
戦
い
ま
し
た
。

（
決
勝
は
）
連
覇

の
こ
と
は
考
え

ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
精
神
で
挑
も
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
負
け
て
し
ま
っ
た
の
で
悔
し
い
と
い

う
気
持
ち
が
大
き
い
で
す
。
最
後
は
中
間

の
間
合
い
で
引
き
コ
テ
を
打
た
れ
た
の

で
、
今
後
は
注
意
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
舞
台
に

戻
っ
て
き
て
し
っ
か
り
勝
て
る
よ
う
に
力

を
つ
け
て
き
た
い
で
す
。

間を詰める末永（左）間を詰める末永（左）
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ニュース　全日本女子剣道選手権大会

―
―
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
３
年
ぶ
り
の
出

場
と
な
り
ま
し
た
が
、
見
事
に
３
回
目

の
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。

「
自
分
だ
け
の
力
で
は
な
く
、
応
援
し

て
く
れ
た
た
く
さ
ん
の
方
々
に
パ
ワ
ー

を
い
た
だ
い
て
優
勝
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
す
ご
く
嬉う
れ

し
い
で
す
」

―
―
過
去
２
回
の
優
勝
と
異
な
る
点
は

あ
り
ま
す
か
。

「
過
去
２
回
の
優
勝
は
大
阪
府
警
に
所

属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
勝
利
へ
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
自
分
が
ト
ッ
プ
を
走

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち

が
強
い
中
で
の
優
勝
だ
っ
た
ん
で
す

が
、
今
回
は
気
負
う
こ
と
な
く
試
合
が

で
き
ま
し
た
」

―
―
こ
の
大
会
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な

稽
古
を
積
ん
で
き
た
の
で
す
か
。

「
大
阪
府
警
の
頃
に
比
べ
る
と
稽
古
は

減
っ
た
の
で
す
が
、
廃
校
に
な
っ
た
中

学
校
の
体
育
館
で
主
人
と
稽
古
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
後
た
く
さ
ん
の

方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
大
学
へ

の
出
稽
古
や
稽
古
会
な
ど
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

―
―
決
勝
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
戦
い
ま

し
た
か
。

「
妹
尾
選
手
は
と
て
も
強
い
選
手
な
の

で
、
足
を
止
め
ず
に
最
後
ま
で
諦
め
ず

に
や
れ
ば
必
ず
チ
ャ
ン
ス
が
来
る
と
思

◉
優
勝
＝
末
永
真
里
・
錬
士
六
段
（
一
般
社
団
法
人
み
・
ゆ
ー
じ
）

９
大
会
ぶ
り
の
復
活
Ｖ

会場となったジェイテクトアリーナ奈良会場となったジェイテクトアリーナ奈良
網代忠宏全日本剣道連盟会長（右）から網代忠宏全日本剣道連盟会長（右）から

皇后盃を授与される末永選手皇后盃を授与される末永選手

大会後、サインに応じる末永選手（右下）大会後、サインに応じる末永選手（右下）

っ
て
い
ま
し
た
」

―
―
最
後
の
コ
テ
は
狙
っ
て
い
た
の
で
す

か
。

「
狙
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
然
と

体
が
動
き
ま
し
た
」

―
―
連
覇
し
た
時
と
今
を
比
べ
て
ど
ち
ら

が
強
い
と
思
い
ま
す
か
。

「
全
て
の
面
で
今
の
方
が
ず
っ
と
強
い
と

思
い
ま
す
」

―
―
今
後
の
目
標
・
抱
負
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

「
女
子
剣
道
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
剣
道
を
頑

張
り
た
い
、
試
合
で
も
っ
と
勝
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
」

末永真理（すえなが・まり）末永真理（すえなが・まり）
　1988年生まれ、大阪府出
身。PL学園高校を経て、大
阪府警。2021年、大阪府警
を退職後に結婚し、夫の将
大さんが代表を務める一般
社団法人み・ゆーじに所属。
　12、13年全日本女子剣道
選手権大会優勝。10、12、
13、15、17 年全国警察剣
道選手権大会優勝。18年世
界剣道選手権大会女子個人
準優勝。

心技体 人を育てる総合誌
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第61回全日本女子剣道選手権大会

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
ブ
ロ
ッ
ク

第
２
ブ
ロ
ッ
ク

第
４
ブ
ロ
ッ
ク

優
勝
・
末
永
真
理
（
和
歌
山
）

山室　愛子（徳　島）　　　三段

尾﨑　麻美（京　都）　⑤　六段

松本　弥月（神奈川）　⑨　五段

竹村奈緒美（岐　阜）　⑩　六段

大西　希望（千　葉）　　　三段

岩本　瑚々（長　崎）　③　四段

名越　友美（広　島）　④　五段

藤﨑　薫子（大　阪）　　　四段

小川梨々香（埼　玉）　⑤　四段

森山　加世（島　根）　④　五段

松本　泉帆（兵　庫）　③　四段

能地　琴音（北海道）　　　三段

阿部　美洸（東　京）　⑦　五段

大野　美月（石　川）　　　三段

片山果沙稀（愛　知）　④　五段

糸山　亜美（福　岡）　④　五段

柿元　冴月（茨　城）　②　三段

齋藤眞紀子（山　形）　　　五段

渡邊　タイ（熊　本）　⑧　五段

井上　彩花（三　重）　　　五段

有賀　眞紀（山　梨）　⑥　五段

八木　優澄（滋　賀）　②　四段

和栗　宏恵（東　京）　　　五段

立花　愛莉（高　知）　　　三段

妹尾　舞香（福　岡）　③　四段

眞下　ゆず（群　馬）　　　三段

田村　久美（山　口）　④　五段

若松　千春（福　島）　②　五段

末吉　杏梨（鹿児島）　　　四段

永井　杏奈（千　葉）　　　三段

相原　清乃（奈　良）　⑥　四段

佐藤　詩央（富　山）　②　四段

出場
回数

三段　②　（愛　知）大嶋友莉亜

五段　⑤　（東　京）佐藤みのり

四段　　　（大　阪）玉置　万優

三段　　　（大　分）峯松　加奈

四段　　　（宮　城）岸野　真知

五段　⑧　（福　井）大西ななみ

四段　②　（千　葉）田添　千尋

錬六　⑪　（和歌山）末永　真理

五段　　　（奈　良）濱川　裕子

四段　⑦　（青　森）小松　加奈

四段　　　（埼　玉）宮沢　彩夏

三段　②　（佐　賀）中村　日南

三段　②　（静　岡）川合　芳奈

五段　②　（長　野）古畑　匡希

四段　②　（愛　媛）渡邊　　茜

四段　⑥　（栃　木）竹中　美帆

五段　⑦　（埼　玉）志藤　綾子

四段　　　（愛　知）岩田　茉子

三段　②　（岡　山）水川　晴奈

四段　　　（沖　縄）宮城　瑠佳

三段　　　（茨　城）笠　日向子

五段　③　（大　阪）北井　真結

四段　　　（宮　崎）米良加奈子

三段　　　（岩　手）レヴィン小倉名峰美

三段　　　（新　潟）相場　　葵

四段　　　（鳥　取）山田　あい

四段　　　（香　川）真野　愛弓

四段　②　（東　京）諸岡　温子

五段　⑦　（神奈川）高橋　萌子

五段　②　（兵　庫）木村歩由実

六段　⑭　（秋　田）加藤　由佳

四段　④　（福　岡）村田　桃子

段位 氏　名選出県 出場
回数 段位氏　名 選出県

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延 延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

コ

コメ

コメ

コ

メ

コ

コ

メ

コ

コ

メ

ツ

メメ

メ
メ

メ

メ

コメ

メメ

メ

メ

メ

メ
メ

ド

コ

コ

メ

メ

メ

コ

コ

コ

コ

メ

ド

メ

メ

コ

メ

メ

メ
ツ

メ

メメ

メメ

コメ

ドメ

メ

メ

メメ

メメ

コメ

コ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

反

メ

メ

メ

メ

メ

メ

コ

コ

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初

◯初
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ニュース　日本武道学会第 55回大会

　

日
本
武
道
学
会
第
55
回
大
会
は
９
月

３
・
４
日
、
神
奈
川
県
横
浜
市
の
桐
蔭
横

浜
大
学
で
３
年
ぶ
り
の
対
面
形
式
で
開
催

さ
れ
た
。

　

初
日
に
は
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

に
関
す
る
基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

実
施
さ
れ
た
。
２
日
目
に
は
本
年
度
総
会

と
剣
道
、
弓
道
、
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
、

障
害
者
武
道
の
各
専
門
分
科
会
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
２
日
間
を
通
し
て
人
文
・
社
会

科
学
系
、自
然
科
学
系
、武
道
指
導
法
系
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
の
４
分
野
に
分
か
れ
て
、

一
般
研
究
発
表
が
実
施
さ
れ
た
。

　

３
日
午
後
１
時
か
ら
溝
上
真
一
桐
蔭
学

園
理
事
長
が
挨
拶
を
述
べ
て
基
調
講
演
に

移
っ
た
。

◎
講
師　

小
久
保
智
史
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
庁

地
域
ス
ポ
ー
ツ
課
課
長
補
佐
）

テ
ー
マ
「
子
供
た
ち
の
成
長
を
社
会
全
体

で
支
え
る
、
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
」

　

学
校
で
の
運
動
部
活
動
は
こ
れ
ま
で
、

生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
学
校
教
育
上
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
は
少
子

化
に
よ
り
、
部
活
動
の
継
続
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
学
校
で
運
動
部

だ
け
に
所
属
し
て
い
る
生
徒
が
減
少
し
、

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る

生
徒
は
増
加
し
て
い
る
な
ど
、
生
徒
の
ニ

ー
ズ
が
多
様
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

学
校
単
位
で
の
部
活
動
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

機
会
の
確
保
が
難
し
く
な
る
地
域
が
増
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

教
員
の
視
点
か
ら
も
競
技
経
験
の
な
い
教

員
が
指
導
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
も
あ

り
、
大
き
な
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
そ
こ

で
よ
り
良
い
地
域
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
構
築

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
休
日
の
運
動
部
活
動

を
段
階
的
に
地
域
に
移
行
す
る
こ
と
、
平

日
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
で
き
る
こ
と

に
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
、
受
け
皿
と
な

る
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
学
校
の
連
携
・

協
働
の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。

　

急
速
に
変
化
す
る
社
会
で
は
学
校
の

「
当
た
り
前
」
を
見
つ
め
直
す
必
要
性
が

あ
る
。
生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良
い
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
構
築
を
目
指
し
、
関
係
者
と
の

対
話
や
試
行
錯
誤
、
共
同
理
解
を
深
め
る

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
。

  

■
基
調
講
演

■
基
調
講
演

日本武道学会第 55回大会日本武道学会第 55回大会

中学校部活動の地域移行を模索する
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考
え
、
そ
の
た
め
の
改
革
と
し
て
①
「
部

活
動
指
導
員
制
度
」
の
導
入
に
よ
る
学
校

教
育
現
場
へ
の
指
導
者
の
参
入
、
②
「
社

会
体
育
指
導
員
・
授
業
協
力
者
」
の
地
域

部
活
動
へ
の
参
入
、
③
地
域
に
お
け
る
若

手
指
導
者
の
育
成
｜
を
推
進
す
る
。
全
剣

連
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
機
関
と
連
携
し
、

中
学
校
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
へ

繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
第
１
段

階
と
し
て
今
年
４
月
に
は
中
央
講
習
会
で

各
都
道
府
県
連
盟
へ
の
協
力
依
頼
や
各
都

道
府
県
指
導
者
名
簿
の
作
成
を
行
っ
て
い

る
。

▽
髙
橋
健
司
氏

　

近
年
の
柔
道
の
現
状
は
、
経
験
が
あ
る

小
学
生
が
中
学
生
に
な
る
と
柔
道
を
や
め

て
し
ま
い
、
中
学
生
の
競
技
人
口
増
に
繋

が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
公
立
学
校
で
は

柔
道
を
専
門
と
す
る
体
育
教
員
が
不
足
し

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
管
理
職
が
安
全

面
や
専
門
性
に
鑑
み
て
創
部
を
認
め
な
い

現
状
が
起
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
教
員
が

部
活
動
の
指
導
に
か
な
り
の
時
間
を
割
い

て
い
る
な
ど
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
部
活
動
を

地
域
に
移
行
す
る
際
に
は
、
次
の
課
題
が

挙
げ
ら
れ
る
。

・
大
会
に
参
加
す
る
上
で
地
域
ス
ポ
ー
ツ

テ
ー
マ
「
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に

つ
い
て
考
え
る
」

　

３
日
の
午
後
２
時
20
分
か
ら
行
わ
れ

た
。
ま
ず
、パ
ネ
ラ
ー
の
軽
米
満
世
氏（
全

日
本
剣
道
連
盟
常
任
理
事
・
学
校
教
育
部

会
委
員
長
）
と
髙
橋
健
司
氏
（
日
本
中
学

校
体
育
連
盟
柔
道
競
技
部
長
）
が
そ
れ
ぞ

れ
発
表
を
行
っ
た
あ
と
、三
村
由
紀
氏（
日

本
武
道
学
会
企
画
委
員
・
防
衛
大
学
校
）

の
司
会
で
参
加
者
と
の
質
疑
応
答
・
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

▽
軽
米
満
世
氏

　

子
ど
も
た
ち
に
中
学
校
在
学
中
に
一
番

心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
く
と
部
活
動

と
答
え
る
子
ど
も
が
多
い
。
部
活
動
が
教

育
的
意
義
の
あ
る
活
動
で
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

　

現
在
の
中
学
校
の
剣
道
部
に
は
課
題
が

あ
る
。
そ
れ
は
生
徒
数
や
剣
道
部
の
設
置

数
の
減
少
と
専
門
性
を
備
え
た
教
員
の
不

足
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
て
、

地
域
移
行
の
モ
デ
ル
地
域
を
設
定
し
、
検

証
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
共
通
課

題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
部
活
動
の
歴

史
に
鑑
み
た
地
域
、
保
護
者
、
教
員
の

意
識
改
革
で
あ
る
。
次
に
指
導
者
の
確
保

で
あ
る
。
剣
道
が
で
き
る
か
ら
と
い
っ
て

指
導
が
で
き
る
こ
と
に
は
繋つ
な

が
ら
な
い
。

生
徒
・
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
指
導

者
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
平
日

は
教
員
、
休
日
は
外
部
指
導
者
と
分
け
る

と
、
指
導
や
チ
ー
ム
の
一
貫
性
が
問
題
と

な
る
。
さ
ら
に
兼
職
兼
業
教
員
の
勤
務
管

理
、
環
境
整
備
、
中
体
連
の
運
営
転
換
な

ど
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
全
剣
連
で
は
、
学
校
と
地
域

の
「
融
合
型
」
の
部
活
動
が
望
ま
し
い
と

団
体
の
定
義
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

・
選
手
の
チ
ー
ム
割
り
の
再
編
成
。

・
平
日
に
学
校
、
土
日
に
外
部
で
の
部
活

動
と
な
る
と
生
徒
に
休
息
を
取
ら
せ
な

く
て
良
い
の
か
。

・
部
活
動
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
教
員

の
や
り
が
い
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
（
教
員
が
事
務
処
理
な
ど
を
担

当
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
負
担
が
減
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
）。

　

か
つ
て
教
員
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
る
と

い
わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。
部
活
動
の
今

後
の
あ
り
方
も
検
討
し
つ
つ
、
指
導
者
へ

の
配
慮
や
気
遣
い
を
考
え
て
ほ
し
い
。

♢

　

発
表
後
の
意
見
交
換
で
は
基
調
講
演
を

左から：溝上理事長、三村氏、髙橋氏、小久保氏、軽米氏、大保木会長左から：溝上理事長、三村氏、髙橋氏、小久保氏、軽米氏、大保木会長

シンポジウムで意見交換を行うパネラーシンポジウムで意見交換を行うパネラー

  
■
本
部
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
本
部
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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行
っ
た
小
久
保
氏
も
加
わ
り
、
最
後
に
登

壇
者
か
ら
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

▽
三
村
由
紀
氏

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
聞
き
、
ま
ず

は
部
活
動
に
従
事
し
て
い
る
先
生
方
に
敬

意
を
表
し
た
い
。
ま
た
、
武
道
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
道
場
が
あ
る
の

で
、
そ
こ
が
受
け
皿
に
な
っ
て
く
れ
る
と

他
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
よ
り
も
上う

手ま

く
移
行

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
地
域

に
活
動
の
場
が
あ
る
こ
と
は
い
つ
で
も
戻

っ
て
こ
ら
れ
る
と
い
う
生
涯
武
道
に
も
繋

が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

４
日
午
後
１
時
か
ら
総
会
と
表
彰
式
が

行
わ
れ
た
。
総
会
に
先
立
つ
令
和
４
年
度

日
本
武
道
学
会
優
秀
論
文
賞
の
表
彰
で

は
、
人
文
・
社
会
科
学
系
か
ら
堀
川
峻
氏

（
筑
波
大
学
）
の
「
近
代
初
頭
の
武
士
道

思
想
に
関
す
る
一
考
察
：『
武
士
道
の
淵

源
』
と
『
武
士
道
と
倫
理
・
道
徳
』
に
着

目
し
て
」、
自
然
科
学
系
か
ら
志し

し々

目め

由

理
江
氏
（
宮
崎
大
学
）
の
「
柔
道
選
手
に

お
け
る
運
動
間
に
行
う
短
時
間
の
前
腕
屈

筋
群
へ
の
ア
イ
シ
ン
グ
が
把は

持じ

筋き
ん

持
久
力

に
及
ぼ
す
影
響
」、
武
道
指
導
法
系
か
ら

三
宅
恵
介
氏
（
中
京
大
学
）
の
「
柔
道
競

技
に
お
け
る
ス
コ
ア
獲
得
に
有
効
な
投
技

の
戦
術
行
動
」
の
３
点
が
選
ば
れ
、
大
保

木
輝
雄
日
本
武
道
学
会
会
長
か
ら
表
彰
状

を
受
け
た
。

　

続
い
て
大
保
木
会
長
が
「
武
道
学
会
が

対
面
方
式
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
規
制
に
よ
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
て
、
対
面
の
意
義
を
理
解

す
る
２
年
間
と
な
り
ま
し
た
。
武
道
は
対

面
の
極
地
を
行
く
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

武
道
学
会
が
世
界
に
何
を
発
信
で
き
る
か

と
考
え
た
際
、
物
事
の
意
義
と
価
値
、
そ

の
弊
害
も
含
め
て
き
ち
ん
と
伝
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
観
点
か
ら
研
究
を
重
ね
、
そ
の
中
身
が

何
で
あ
る
か
を
外
国
の
人
で
も
わ
か
る
よ

う
に
自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
必
要
に

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶

し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
総
会
で
は
「
少
林
寺

拳
法
専
門
分
科
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
を

含
む
９
件
の
審
議
事
項
が
承
認
さ
れ
た
。

　

両
日
の
午
前
に
行
わ
れ
た
研
究
発
表

は
、
４
分
野
で
計
67
演
題
に
上
っ
た
。
そ

の
一
部
を
紹
介
す
る
。

▼
人
文
・
社
会
科
学
系

・�

中
山
佳
子
氏
（
早
稲
田
大
学
ス
ポ
ー
ツ

科
学
研
究
科
）
ほ
か

「
現
代
に
お
け
る
柔
道
の
価
値
に
関
す
る

一
考
察
」

　

現
在
の
柔
道
の
価
値
と
イ
メ
ー
ジ
に
つ

い
て
柔
道
経
験
の
有
無
に
よ
る
差
異
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。
質
問
内
容
は
柔
道
そ
の
も
の

に
関
す
る
８
項
目
と
柔
道
家
の
イ
メ
ー
ジ

に
関
す
る
６
項
目
で
構
成
さ
れ
、
回
答
者

は
「
と
て
も
あ
て
は
ま
る
」「
あ
て
は
ま

る
」「
あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い
」「
あ
て

は
ま
ら
な
い
」
の
四
つ
か
ら
回
答
し
た
。

結
果
は
、
柔
道
経
験
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
「
あ
て
は
ま
る
」「
と
て
も
あ
て
は
ま

る
」
と
回
答
し
た
項
目
は
、「
体
力
や
健

康
の
保
持
・
増
進
」「
礼
儀
」
な
ど
の
４

項
目
。
柔
道
経
験
者
が
非
経
験
者
を
大
幅

に
上
回
っ
た
の
は
「
知
的
」「
協
調
性
」「
危

険
」
な
ど
６
項
目
。
反
対
に
「
勇
気
」「
近

寄
り
が
た
さ
」
は
非
経
験
者
の
方
が
大
幅

に
「
あ
て
は
ま
る
」
と
回
答
し
た
。

　

結
論
と
し
て
、
柔
道
に
は
身
体
能
力
の

向
上
や
他
者
を
敬
う
姿
勢
の
習
得
の
面
で

非
経
験
者
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。
ま
た
、
非
経
験
者
の
柔
道
に
対
す
る

「
危
険
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
は
五
輪
の
影
響

や
武
道
必
修
化
に
よ
っ
て
低
下
し
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
知
性
に
関
わ
る
部
分
は
非
経
験

者
の
イ
メ
ー
ジ
の
低
さ
が
う
か
が
え
る
。

▼
自
然
科
学
系

・
石
井
孝
法
氏
（
了
德
寺
大
学
）
ほ
か

「
柔
道
背
負
投
に
関
す
る
バ
イ
オ
メ
カ
ニ

ク
ス
的
研
究
」

　

背
負
投
の
身
体
の
重
心
速
度
に
影
響
す

る
要
因
を
解
明
す
る
た
め
、
一
流
選
手
の

グ
ル
ー
プ
と
学
生
選
手
の
グ
ル
ー
プ
を
比

較
し
た
。
背
負
投
を
練
習
さ
せ
て
、
身
体

分
析
点
の
デ
ー
タ
を
収
集
。
分
析
区
間
は

「
取
り
」
が
軸
足
を
離
地
さ
せ
た
時
点
か

  

■
総
会
・
表
彰
式

■
総
会
・
表
彰
式

大保木会長（左端）と優秀論文賞で表彰された大保木会長（左端）と優秀論文賞で表彰された
（左から）三宅氏、堀川氏、志々目氏（左から）三宅氏、堀川氏、志々目氏

  

■
研
究
発
表

■
研
究
発
表
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ら
「
受
け
」
の
身
体
の
一
部
が
マ
ッ
ト
に

接
地
し
た
時
点
ま
で
と
し
た
。
一
流
選
手

グ
ル
ー
プ
は
軸
足
が
接
地
し
た
後
も
身
体

加
速
度
が
変
わ
ら
な
い
の
に
対
し
て
、
学

生
選
手
グ
ル
ー
プ
は
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
一
流
選
手

は
軸
足
を
そ
の
ま
ま
前
方
向
に
接
地
し
ブ

レ
ー
キ
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
学
生
選
手
は
軸
足
を
横
に

向
け
て
接
地
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た
。
背
負
投
で
は
、
軸
足
の
接
地
後
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
て
い
な
い
か
を
観
察
す
る

こ
と
で
技
能
の
改
善
を
図
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
考
え
る
。

▼
武
道
指
導
法
系

・�

三
苫
保
久
氏
（
滋
賀
県
立
大
津
清
陵
高

等
学
校
）
ほ
か

「
高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
の
剣
道
指
導
を

通
し
て
見
え
る
武
道
の
可
能
性
」

　

高
次
脳
機
能
障
害
が
あ
る
65
歳
男
性

（
剣
道
歴
４
年
）
へ
の
指
導
実
践
を
報
告

し
た
。
男
性
は
出
勤
中
に
バ
イ
ク
の
事
故

で
高
次
脳
機
能
障
害
の
後
遺
症
が
残
り
、

深
刻
な
鬱う
つ

状
態
に
陥
っ
た
。
そ
の
３
年
後

に
剣
道
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
。
剣
道
は
１

対
１
の
対
面
が
多
い
た
め
、
稽
古
で
は
相

手
と
向
き
合
い
、
気
を
合
わ
せ
て
行
う
こ

と
を
意
識
さ
せ
た
。
こ
れ
に
よ
る
効
果

で
、
相
手
の
立
場
に
立
つ
と
い
う
社
会
性

を
習
得
で
き
た
。
さ
ら
に
で
き
る
こ
と
が

多
く
な
る
と
自
信
に
繋
が
り
、
他
者
を
見

る
余
裕
が
生
ま
れ
た
。

▼
ポ
ス
タ
ー
発
表

・
大
嶋
悠
正
氏
（
筑
波
大
学
院
）
ほ
か

「
柔
道
競
技
に
お
け
る
個
別
コ
ー
チ
ン
グ

実
践
事
例
研
究
」

　

柔
道
に
お
け
る
競
技
能
力
の
指
標
と
し

て
重
要
視
さ
れ
る
「
組
手
」
に
着
目
し
、

事
例
研
究
を
行
っ
た
。
研
究
は
「
相
四
つ

で
奥
襟
を
持
た
れ
る
」
こ
と
を
苦
手
と
す

る
柔
道
部
員
に
対
し
、
①
構
え
、
②
手
の

位
置
、
③
引
き
手
の
切
り
方
に
関
す
る
介

入
指
導
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
乱
取
り
稽

古
で
対
象
者
の
投
げ
ら
れ
る
回
数
が
減
っ

た
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
相
手
の
組

手
の
パ
タ
ー
ン
も
変
化
し
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
た
。
ま
と
め
と
し
て
組
手
の
パ
タ
ー

ン
は
変
化
す
る
た
め
、
常
に
新
た
な
事
例

と
し
て
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ

た
。

人文・社会科学系：中山氏による調査結果の発表人文・社会科学系：中山氏による調査結果の発表
自然科学系：一流選手と一般選手の背負投の身体自然科学系：一流選手と一般選手の背負投の身体
加速度の違いについて研究データを発表する石井氏加速度の違いについて研究データを発表する石井氏

武道指導法系：脳機能障害がある男性（手前右）武道指導法系：脳機能障害がある男性（手前右）
と内容説明を行う三苫氏（右奥）と内容説明を行う三苫氏（右奥）ポスター発表：介入指導による結果を説明した大嶋氏ポスター発表：介入指導による結果を説明した大嶋氏

心技体 人を育てる総合誌
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盟
）
は
、
特
別
支
援
学
校
に
空
手
道
授
業

を
推
進
す
る
狙
い
と
取
り
組
み
を
報
告
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
令
和
３
年
度
か
ら

特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂

さ
れ
、
保
健
体
育
の
授
業
に
空
手
道
が
明

記
さ
れ
た
。
令
和
２
年
度
時
点
で
967
校
あ

る
特
別
支
援
学
校
の
う
ち
、
約
６
割
が
新

た
に
武
道
授
業
を
始
め
る
可
能
性
が
あ
っ

た
。
全
空
連
は
今
年
２
月
、
特
別
支
援
学

校
向
け
の
テ
キ
ス
ト
「
空
手
道
を
や
っ
て

み
よ
う
」
を
作
製
し
、
全
国
の
１
千
校
に

無
償
配
布
し
た
。
同
３
月
に
清
水
希
容
選

手
に
よ
る
リ
ズ
ム
カ
ラ
テ
「
パ
プ
リ
カ
ラ

テ
」
の
動
画
を
公
開
。
令
和
元
年
に
は
１

校
だ
っ
た
空
手
道
の
授
業
実
施
校
が
今
年

は
39
校
に
増
加
し
た
。

　

続
く
井
下
佳
織
氏
（
麗
澤
大
学
）
に
よ

る
報
告
で
は
、
全
国
の
特
別
支
援
学
級
の

58
％
で
空
手
道
授
業
を
実
施
し
て
い
る
と

説
明
さ
れ
た
。

▼
な
ぎ
な
た

　

渡
邊
佑
里
乃
氏
（
公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
協
会
上
野
の
森
美
術
館
美
術
業
務

部
）
が
「
史
料
か
ら
読
み
解
く
“
薙な
ぎ

刀な
た

”

の
特
性
」
と
い
う
題
で
講
演
。
初
め
に
薙

刀
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
史
料
を
元
に
薙

刀
を
扱
っ
た
と
さ
れ
る
３
名
の
人
物
に
焦

点
を
当
て
て
薙
刀
の
技
や
そ
の
特
性
に
つ

　

４
日
午
後
に
開
か
れ
た
専
門
分
科
会
の

主
な
内
容
は
次
の
通
り
。

▼
剣
道

　

酒
井
利
信
氏
（
筑
波
大
学
体
育
系
教

授
）
が
、「
武
道
学
に
お
け
る
精
神
文
化

史
研
究　

序
説
―
研
究
方
法
論
の
探
求

―
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

　

武
道
の
精
神
文
化
史
、
特
に
刀
剣
の
思

想
を
中
心
テ
ー
マ
に
研
究
を
続
け
て
き
た

同
氏
の
研
究
活
動
を
振
り
返
り
、
倫
理

学
・
東
洋
思
想
の
泰
斗
・
高
橋
進
氏
か
ら

大
学
院
生
時
代
に
受
け
た
「
研
究
方
法
論

は
、
自
分
で
一
生
か
け
て
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
」
と
い
う
教
え
と
、
直
伝
の
「
行

間
を
読
む
文
献
学
」
の
方
法
論
で
、
以
来

27
年
間
に
わ
た
っ
て
続
け
た
試
行
錯
誤
の

歩
み
を
あ
り
の
ま
ま
に
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
海
外
で
の
剣
道
指
導
・
講
演

活
動
の
中
で
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
時
の

元
兵
士
と
出
会
い
、
彼
が
戦
争
で
受
け
た

精
神
的
障
害
を
武
道
の
稽
古
で
癒
や
そ
う

と
し
て
い
る
話
か
ら
東
欧
に
お
け
る
武
道

教
育
の
可
能
性
を
感
じ
、
そ
の
元
兵
士
を

研
究
対
象
に
、
質
的
デ
ー
タ
分
析
法
を
援

用
し
つ
つ
、
新
た
に
構
築
し
た
「
文
献
学

＋
質
的
研
究
」
の
方
法
に
よ
る
論
証
の
結

果
、
日
本
武
道
の
教
育
力
は
海
外
で
通
用

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
解

説
。
こ
の
事
例
を
基
に
、
今
後
の
計
画
と

し
て
国
際
的
「
生
涯
武
道
論
」
の
再
構
築

と
生
涯
武
道
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
い
う
研
究
活
動
の
一

端
を
披
露
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
研
究
方
法

論
の
探
求
を
続
け
て
い
く
と
締
め
く
く
っ

た
。

▼
弓
道

「
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
学
ぶ
弓
道
の
新

た
な
可
能
性
を
探
る
」
と
い
う
演
題
で
、

大
橋
俊
氏
（
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
シ
ョ

ル
ダ
ー
ア
ー
チ
ャ
ー
）
が
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
競
技
に
つ
い
て
実
情
を
述
べ
た
。
パ

ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
魅
力
は
健
常
者
と
一

緒
に
競
技
で
き
る
こ
と
。
ル
ー
ル
に
は
何

の
区
別
も
な
い
た
め
、
健
常
者
と
同
様
に

扱
わ
れ
、
競
技
や
審
判
な
ど
運
営
に
携
わ

る
こ
と
を
醍だ
い

醐ご

味み

に
し
て
い
る
パ
ラ
選
手

は
た
く
さ
ん
い
る
と
説
明
。
障
害
が
あ
る

か
ら
で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ

と
を
行
う
こ
と
が
大
切
と
強
調
し
た
。

▼
空
手
道

　

浅
井
一
人
氏
（
都
立
白
鴎
高
等
学
校
附

属
中
学
校
）
が
特
別
支
援
学
級
で
の
効
果

的
な
空
手
道
授
業
の
実
践
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
岡
﨑
紀
創
氏
（
全
日
本
空
手
道
連

剣道分科会では酒井氏が海外での事例をもとに、新たな剣道分科会では酒井氏が海外での事例をもとに、新たな
方法論で武道の教育力を論証したことなどを説明した方法論で武道の教育力を論証したことなどを説明したなぎなた分科会では史料に基づく薙刀操法の実演が行われたなぎなた分科会では史料に基づく薙刀操法の実演が行われた

  

■
専
門
分
科
会

■
専
門
分
科
会
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い
て
発
表
し
た
。司
会
の
木
村
有
里
氏（
横

浜
保
育
福
祉
専
門
学
校
）
を
中
心
に
実
際

に
薙
刀
を
使
っ
て
史
料
に
書
か
れ
て
い
る

薙
刀
の
操
法
を
実
演
し
た
。

　

渡
邊
氏
は
研
究
の
ま
と
め
と
し
て
、「
薙

刀
」
か
ら
「
な
ぎ
な
た
」
に
移
行
し
た
結

果
と
し
て
、
①
時
代
の
変
化
に
伴
い
攻
撃

部
位
も
変
化
し
た
、
②
史
料
に
あ
る
太
刀

対
薙
刀
の
描
写
が
現
在
の
剣
道
対
な
ぎ
な

た
の
異
種
試
合
に
繋
が
っ
て
い
る
、
と
述

べ
た
。
最
後
に
渡
邊
氏
は
「
な
ぎ
な
た
は

薙
刀
に
よ
っ
て
育
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
、

そ
の
特
性
・
強
み
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
後
も
そ
の
部
分
が
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

▼
障
害
者
武
道

　

濱
名
智
男
氏
（
日
本
文
化
大
學
）
が
作

成
を
担
っ
た
Ｉ
Ｄ
（
知
的
障
が
い
者
）
柔

道
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
全
日
本
柔
道
連
盟
発

行
）
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
ま
ず
、
Ｉ
Ｄ

柔
道
で
懸
念
さ
れ
る
の
は
傷
害
事
故
の
可

能
性
で
あ
り
、
指
導
者
は
安
全
な
柔
道
の

仕
方
を
教
え
る
必
要
が
あ
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
安
全
な
柔
道
を
実
施
す
る
に
は

練
習
者
が
互
い
に
協
調
し
合
う
技
の
練
習

が
大
切
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
精
神
機

能
の
向
上
が
期
待
で
き
る
こ
と
を
説
明
。

そ
の
た
め
に
は
指
導
者
が
相
手
と
の
協
力

を
促
す
こ
と
や
技
を
習
得
す
る
際
の
言
葉

が
け
や
励
ま
し
が
重
要
に
な
る
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
、
互
い
に
協
調
す
る
こ
と
で
練

障害者武道分科会での中村氏の発表障害者武道分科会での中村氏の発表

習
者
か
ら
指
導
者
に
、
さ
ら
に
周
囲
に
そ

の
「
和
」
を
伝
え
る
こ
と
に
繋
が
り
、
Ｉ

Ｄ
柔
道
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
せ
る
可

能
性
を
示
唆
し
た
。

　

続
い
て
中
村
和
裕
氏（
福
山
大
学
）が
精

神
・
知
的
障
害
者
に
対
す
る
柔
道
療
法
の

効
果
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
中

村
氏
は
島
根
県
内
の
病
院
が
精
神
患
者
に

行
っ
て
い
る
柔
道
を
取
り
入
れ
た
療
法
を

紹
介
。
柔
道
療
法
は
精
神
・
知
的
障
害
者

に
達
成
感
や
自
信
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
障
害
と
い
う
困

難
を
乗
り
越
え
、
よ
り
良
く
生
き
て
い
く

た
め
の
治
療
に
な
り
う
る
と
説
明
し
た
。

▼
柔
道

　

今
回
は
実
施
せ
ず
。
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ニュース　日本武道学会第 55回大会

演　題演　題 発表者発表者 所　属所　属

武道種目に携わるスポーツ少年団指導者における救急対応に関する
実態 佐野　颯斗佐野　颯斗 国際武道大学国際武道大学

弓道において矢の着点のばらつきを左右する発射時の要因について 原田　隆次原田　隆次 国際武道大学国際武道大学

異なる素振り動作における上肢の筋発揮タイミングの特徴 椿　　武椿　　武 神戸親和女子大学神戸親和女子大学

剣道難聴予防のための高機能サポーターの提案 濱西　伸治濱西　伸治 東北学院大学工学部東北学院大学工学部
機械知能工学科機械知能工学科

大学男子剣道選手における面打突動作と各種跳躍能力について 佐々木陽一朗佐々木陽一朗 筑波大学筑波大学

柔道療法が精神・知的障害者の行動体力に与える影響 中村　和裕中村　和裕 福山大学福山大学

柔道背負投に関するバイオメカニクス的研究：
身体重心速度に影響を与える技術的要因 石井　孝法石井　孝法 了德寺大学了德寺大学

押し力を受け止める技術－体勢の違いの比較－ 射手矢　岬射手矢　岬 早稲田大学早稲田大学

大学柔道競技者の稽古が高めるオキシトシン分泌：
精力善用と自他共栄の両立は可能か？ 松井　　崇松井　　崇 筑波大学体育系筑波大学体育系

自然科学系自然科学系

武道指導法系武道指導法系
演　題演　題 発表者発表者 所　属所　属

剣道授業における「かた」学習が新学習指導要領の３つの柱の育成
に及ぼす学習効果に関する研究 菊本　智之菊本　智之 常葉大学常葉大学

「アダプテーションマッチ」を取り入れた中学校の剣道授業に関す
る定性的研究 山田　弥香山田　弥香 福岡教育大学大学院福岡教育大学大学院

剣道における指導行動と動機づけの関係 白須　鉄也白須　鉄也 東海大学大学院東海大学大学院
体育学研究科体育学研究科

中等教育の合気道指導：
巣鴨学園における「奪取技」を用いた乱取の取り組み 羽場　逸夫羽場　逸夫 巣鴨学園巣鴨学園

高次脳機能障害者への剣道指導を通して見える武道の可能性
～競争社会から共創社会へ～　その４ 三苫　保久三苫　保久 滋賀県立大津清陵滋賀県立大津清陵

高等学校高等学校

柔道三角絞における足の技術の効果：足首屈曲および伸展 石井　直人石井　直人 秋田工業高等秋田工業高等
専門学校専門学校

柔道競技における大外刈のキネマティクス技術分析
～受の崩れに着目して～ 清水　祐希清水　祐希 早稲田大学大学院早稲田大学大学院

スポーツ科学研究科スポーツ科学研究科

柔道指導者おける促発身体知に関する意識調査 中川原知波中川原知波 東京学芸大学大学院東京学芸大学大学院

柔道療育の効果と課題に関する質的研究
－指導者を対象としたインタビュー調査から－ 小崎　亮輔小崎　亮輔 鹿屋体育大学鹿屋体育大学

トップ選手になるための必要な条件：
2004 年アテネ五輪金メダリストＭ氏へのインタビュー調査から 仲田　直樹仲田　直樹 日本経済大学日本経済大学

柔道のかけひき動作測定尺度の構成 有山　篤利有山　篤利 追手門学院大学追手門学院大学

剣道の試合における暫定的な審判法による試合内容及び戦術行動の
検討 時村　実壮時村　実壮

順天堂大学大学院順天堂大学大学院
スポーツ健康科学スポーツ健康科学
研究科研究科

東京五輪空手組手競技における得点技に関する研究：
メダリストと非メダリストの比較 大徳　紘也大徳　紘也 日本体育大学大学院日本体育大学大学院

弓道の弓弦の違いに着目した指導法への活用について 松尾　牧則松尾　牧則 筑波大学筑波大学
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一般研究発表　演題・発表者抄録掲載一覧①一般研究発表　演題・発表者抄録掲載一覧①

人文・社会科学系人文・社会科学系
演　題演　題 発表者発表者 所　属所　属

柔道整復師国家試験出題基準に含まれる嘉納思想を整理する 稲川　郁子稲川　郁子 日本体育大学日本体育大学

大東亜戦争後（1945 年～ 1970 年）における柔道の展開事情に関す
る研究　－柔道界と柔道整復の関係性に着目して－ 丸澤　遼子丸澤　遼子 日本体育大学大学院日本体育大学大学院

保健医療学研究科保健医療学研究科

ドイツの事例から見たライブステージに合わせた柔道教育の在り方
を考える：ドイツ柔道連盟の昇級審査規定の改正（2022 年）に見
られるアプローチを中心に

ソリドーワル・ソリドーワル・
マーヤマーヤ 津田塾大学津田塾大学

武道必修化による剣道授業における学習成果の変化 阿部　剣征阿部　剣征 別府大学別府大学

剣道試合・審判規則第１条の「公明正大」について 加藤　純一加藤　純一 皇學館大學皇學館大學

明治から昭和戦前期に設立された弓道の統括団体に関する研究：
定款の分析を中心として 五賀　友継五賀　友継 国際武道大学国際武道大学

武道歌の計量テキスト分析による居合術の理念と術理の抽出 小林　勝法小林　勝法 文教大学文教大学

ドメイン別 GRIT に関する研究
－学生アスリートとその競技成績に着目して－ 岩尾　敬太岩尾　敬太 京葉ガス株式会社京葉ガス株式会社

大学女子柔道選手が柔道に向かう動機付けに関する調査研究 川戸　湧也川戸　湧也 仙台大学仙台大学

各国の少年柔道における傷害調査 曽我部晋哉曽我部晋哉 甲南大学甲南大学

近代期の武士道論者にみられる武道観に関する一考察 堀川　　峻堀川　　峻 筑波大学筑波大学

剣道における比喩表現に関する一考察
－明治・大正期の剣道書を中心に－ 中野　香月中野　香月 天理大学大学院天理大学大学院

体育学研究科体育学研究科

近代初期女子教育における武道論の考察：星野天知に着目して 大石　純子大石　純子 筑波大学筑波大学

近世の軍学者・花房義制をめぐる武術の人脈 足立　賢二足立　賢二 宝塚医療大学宝塚医療大学
保健医療学部保健医療学部

近代の武術・武道における小太刀に関する研究 中山　竜一中山　竜一 明治大学大学院明治大学大学院
国際日本学研究科国際日本学研究科

剣術伝書にみられる比喩表現に関する一考察
－直心影流を中心に－ 軽米　克尊軽米　克尊 天理大学体育学部天理大学体育学部

土佐藩　片岡健吉の稽古記録について 森本　邦生森本　邦生 貫汪館貫汪館

彦根藩における念流正法兵法未来記について 数馬　広二数馬　広二 工学院大学工学院大学

琉球の武術に影響を与えた薩摩藩の武術（津堅之棍） 早坂　義文早坂　義文 古武道研究会古武道研究会

柔道における「競争」概念の批判的検討 佐藤　雄哉佐藤　雄哉 国士舘大学国士舘大学

現代における柔道の価値に関する一考察
－柔道の印象に関する意識調査より－ 中山　佳子中山　佳子 早稲田大学早稲田大学

スポーツ科学研究科スポーツ科学研究科

武道における芸術性の活用と実践「武楽」２
－武楽『神曲 修羅六道』実践報告：いかに「武の美」を舞台芸術作
品として表現したか

源　光士郎源　光士郎 武楽座武楽座

朝鮮民主主義人民共和国における空手道の展開過程に関する考察 宋　　修日宋　　修日 朝鮮大学校朝鮮大学校

中国武術研究の基盤構築：
史資料の整理およびその日本武道との関連 劉　　暢劉　　暢 早稲田大学早稲田大学

スポーツ科学学術院スポーツ科学学術院

中国の武当山武術に見られる武術の観光化政策について 張　　卿張　　卿 日本体育大学大学院日本体育大学大学院
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演　題演　題 発表者発表者 所　属所　属

剣道高段者における剣道の実践と人間形成の関係（その３） 笹木　春光笹木　春光 東海大学東海大学

剣道具製作における SDGs の取り組みと地域社会におけるその必要性 山村　星子山村　星子 株式会社七星株式会社七星

欧州における柔道環境調査 戸田　将太戸田　将太 兵庫教育大学兵庫教育大学

柔道選手における肩の位置覚についての基礎的研究 竹澤　稔裕竹澤　稔裕 順天堂大学順天堂大学

柔道競技の小外刈における運動切替の熟練差 髙野　綺海髙野　綺海 東京学芸大学大学院東京学芸大学大学院

全日本サンボ選手権大会における競技分析的研究
－サンボ競技の技術体系の観点から－ 馬場　元気馬場　元気 至学館大学大学院至学館大学大学院

男子柔道選手の競技中における生理学的応答 薗田　瑞穂薗田　瑞穂
大東文化大学大学院大東文化大学大学院
スポーツ・健康科学スポーツ・健康科学
研究科研究科

柔道競技中における柔道場内の二酸化炭素濃度に関する研究 西　　奈緒西　　奈緒 皇學館大学皇學館大学

血流制限下における４方向ジャンプトレーニング効果の検討
－大学女子柔道選手を対象として－ 大川　康隆大川　康隆 東海大学東海大学

剣道の面マスク着用が練習中の心拍数へ与える影響 高橋健太郎高橋健太郎 関東学院大学理工学関東学院大学理工学
部部

旧制第一高等学校の資料分析からみた学生の剣道観と剣道実践 佐藤　皓也佐藤　皓也 順天堂大学順天堂大学
スポーツ健康科学部スポーツ健康科学部

中津藩中西家古文書における一刀流伝書について（第２報） 立木　幸敏立木　幸敏 国際武道大学国際武道大学

平常心の意味と構造的特徴 江川　玟成江川　玟成 東京学芸大学東京学芸大学

剣道形を取り入れた中学校剣道授業実践について
～オンライン授業研究会の実施に向けて～ 太田　順康太田　順康 大阪教育大学大阪教育大学

剣道体験に参加した小学生の剣道に対するイメージの変化 京林由季子京林由季子 岡山県立大学岡山県立大学

ICT を活用した空手道授業の指導成果と課題 井下　佳織井下　佳織 麗澤大学麗澤大学

柔道競技における個別コーチング実践 大嶋　悠正大嶋　悠正
筑波大学大学院筑波大学大学院
人間総合科学研究群人間総合科学研究群
博士課程博士課程

小学校中学年を対象とした柔道遊びの教材開発 與儀　幸朝與儀　幸朝 鹿児島大学鹿児島大学

柔道授業が身体に及ぼす影響
－養成学校生に対する認識調査を基にして－ 福井悠紀子福井悠紀子 東亜大学東亜大学

一般研究発表　演題・発表者抄録掲載一覧②一般研究発表　演題・発表者抄録掲載一覧②

ポスター発表ポスター発表
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